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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和1年7月11日(2019.7.11)
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【公表日】平成30年7月12日(2018.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2018-026
【出願番号】特願2016-553652(P2016-553652)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５２１　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｍ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月5日(2019.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コード化されたマイクロキャリアであって：
　（ａ）第一の表面および第二の表面を有する実質的に透明なポリマー層であって、
該第一および該第二の表面は互いに平行である、層；
　（ｂ）実質的に不透明なポリマー層であって、該実質的に不透明なポリマー層は、該実
質的に透明なポリマー層の該第一の表面に貼り付けられており、該実質的に透明なポリマ
ー層の中心部分を囲み、該実質的に不透明なポリマー層はアナログコードを表す二次元形
状を含む、層；ならびに
　（ｃ）分析物を捕捉するための捕捉剤であって、該捕捉剤は該実質的に透明なポリマー
層の少なくとも該中心部分において該実質的に透明なポリマー層の該第一の表面および該
第二の表面のうちの少なくとも１つに連結されている、捕捉剤
を含む、マイクロキャリア。
【請求項２】
　（ｄ）前記実質的に不透明なポリマー層と前記実質的に透明なポリマー層の前記中心部
分との間の、該実質的に透明なポリマー層の該中心部分を囲む、磁性の実質的に不透明な
層であって、該磁性の実質的に不透明な層は該実質的に透明なポリマー層の前記第一の表
面または前記第二の表面に貼り付けられている、層
をさらに含む、請求項１に記載のマイクロキャリア。
【請求項３】
　（ｅ）第一の実質的に透明なポリマー層と整列している第二の実質的に透明なポリマー
層であって、該第二の実質的に透明なポリマー層は該第一の実質的に透明なポリマー層の
中心部分と整列している中心部分を有し、該第二の実質的に透明なポリマー層は該第一の
実質的に透明なポリマー層の第二の表面に貼り付けられており、該第一の実質的に透明な
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ポリマー層の二次元形状を超えて広がっていない、層；および
　（ｆ）前記実質的に不透明なポリマー層と前記実質的に透明なポリマー層の前記中心部
分との間の、該第一の実質的に透明なポリマー層の該中心部分を囲む、磁性の実質的に不
透明な層であって、該磁性の実質的に不透明な層は該第一の実質的に透明なポリマー層と
該第二の実質的に透明なポリマー層との間に貼り付けられている、層
をさらに含む、請求項１に記載のマイクロキャリア。
【請求項４】
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記アナログコードを方向付けるための方向インジ
ケーターをさらに含み、任意選択で、該方向インジケーターは前記磁性の実質的に不透明
な層の非対称を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
【請求項５】
　前記磁性の実質的に不透明な層はニッケルを含む、請求項２～４のいずれか１項に記載
のマイクロキャリア。
【請求項６】
　前記磁性の実質的に不透明な層は厚さが約５０ｎｍと約１０μｍとの間であり、任意選
択で、厚さが約０．１μｍである、請求項２～５のいずれか１項に記載のマイクロキャリ
ア。
【請求項７】
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記二次元形状が複数の歯を含むギア形状を含み、
前記アナログコードは該複数の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の高さ、該複数の歯
のうちの１つまたはそれより多い歯の幅、該複数の歯における歯の数、および該複数の歯
内の１つまたはそれより多い歯の配置からなる群から選択される１つまたはそれより多い
性質によって表される、請求項１～６のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
【請求項８】
　（ｇ）前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記第一の表面から突出している１つも
しくはそれより多い柱であって、該１つもしくはそれより多い柱は該第一の実質的に透明
なポリマーの前記中心部分内にない、柱；および／または
　（ｈ）該第一の実質的に透明なポリマー層の前記第二の表面もしくは該第一の実質的に
透明なポリマー層に貼り付けられていない前記第二の実質的に透明なポリマー層の表面か
ら突出している１つもしくはそれより多い柱であって、該１つもしくはそれより多い柱は
該第一もしくは該第二の実質的に透明なポリマー層の該中心部分内にない、柱
をさらに含む、請求項１～７のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
【請求項９】
　前記マイクロキャリアは実質的に円板である、請求項１～８のいずれか１項に記載のマ
イクロキャリア。
【請求項１０】
　前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマ
ー層の約５％と約９０％との間の表面領域を占め、任意選択で、前記第一の実質的に透明
なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマー層の約２５％の表面領域
を占める、請求項１～９のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
【請求項１１】
　前記マイクロキャリアは直径が約２００μｍ未満であり、任意選択で、前記マイクロキ
ャリアは直径が約５０μｍである、請求項１～１０のいずれか１項に記載のマイクロキャ
リア。
【請求項１２】
　前記マイクロキャリアは厚さが約５０μｍ未満であり、任意選択で、前記マイクロキャ
リアは厚さが約１０μｍである、請求項１～１１のいずれか１項に記載のマイクロキャリ
ア。
【請求項１３】
　前記分析物は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ分子、ＲＮＡアナログ分子、
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ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖鎖、多糖、抗原、ウイルス、
細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断片からなる群から選択される
、請求項１～１２のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
【請求項１４】
　前記分析物を捕捉するための前記捕捉剤は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ
分子、ＲＮＡアナログ分子、ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖
鎖、多糖、抗原、ウイルス、細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断
片からなる群から選択される、請求項１～１３のいずれか１項に記載のマイクロキャリア
。
【請求項１５】
　前記第一の実質的に透明なポリマー層または前記第二の実質的に透明なポリマー層の実
質的に透明なポリマーはエポキシを基にしたポリマーを含み、任意選択で、該エポキシを
基にしたポリマーはＳＵ－８である、請求項１～１４のいずれか１項に記載のマイクロキ
ャリア。
【請求項１６】
　コード化されたマイクロキャリアを作製する方法であって：
　（ａ）実質的に透明なポリマー層を堆積させる工程であって、該実質的に透明なポリマ
ー層は第一の表面および第二の表面を有し、該第一の表面および該第二の表面は互いに平
行である、工程；
　（ｂ）該実質的に透明なポリマー層の該第一の表面上に磁性の実質的に不透明な層を堆
積させる工程；
　（ｃ）該磁性の実質的に不透明な層をエッチングして、該実質的に透明なポリマー層の
中心部分上に堆積されている該磁性の実質的に不透明な層の一部を除去する工程；
　（ｄ）該磁性の実質的に不透明な層上に第二の実質的に透明なポリマー層を堆積させる
工程であって、該第二の実質的に透明なポリマー層は第一の表面および該第二の表面を有
し、該第一の表面および該第二の表面は互いに平行であり、該第二の表面は該磁性の実質
的に不透明な層に貼り付けられており、該第二の実質的に透明なポリマー層は、前記第一
の実質的に透明なポリマー層と整列しており、該実質的に透明なポリマー層の該中心部分
と整列している中心部分を有する、工程；ならびに
　（ｅ）該第二の実質的に透明なポリマー層の該第一の表面上に実質的に不透明なポリマ
ー層を堆積させる工程であって、該実質的に不透明なポリマー層は該第一の実質的に透明
なポリマー層および該第二の実質的に透明なポリマー層の該中心部分を囲み、該実質的に
不透明なポリマー層はアナログコードを表す二次元形状を含む、工程
を含む、方法。
【請求項１７】
　前記磁性の実質的に不透明な層がウェットエッチングによってエッチングされている、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記磁性の実質的に不透明な層がニッケルを含む、請求項１６または請求項１７に記載
の方法。
【請求項１９】
　前記磁性の実質的に不透明な層は厚さが約５０ｎｍと約１０μｍとの間である、請求項
１６～１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記磁性の実質的に不透明な層は厚さが約０．１μｍ未満である、請求項１９に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記磁性の実質的に不透明な層は前記実質的に不透明なポリマー層の前記アナログコー
ドを方向付けるための非対称を含む、請求項１６～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
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　前記実質的に不透明なポリマー層の前記二次元形状がリソグラフィーによって生成され
る、請求項１６～２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記二次元形状は、複数の歯を含むギア形状を含み
、前記アナログコードは、該複数の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の高さ、該複数
の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の幅、該複数の歯における歯の数、および該複数
の歯内の１つまたはそれより多い歯の配置からなる群から選択される１つまたはそれより
多い性質によって表される、請求項１６～２２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　（ｆ）工程（ａ）の前に、基材上に犠牲層を堆積させる工程；
　（ｇ）リソグラフィーを使用して、該犠牲層に１つまたはそれより多い柱形状の穴を作
製する工程；
　（ｈ）該犠牲層の該１つまたはそれより多い柱形状の穴に第三の実質的に透明なポリマ
ー層を堆積させる工程であって、前記第一の実質的に透明なポリマー層は、工程（ａ）に
おいて、該第三の実質的に透明なポリマー層および該犠牲層の上部に堆積される、工程；
　（ｉ）工程（ｅ）の後に、リソグラフィーを使用して、前記実質的に透明なポリマーを
含む１つまたはそれより多い柱を、前記第二の実質的に透明なポリマー層の前記第一の表
面上の前記実質的に不透明なポリマー層によって覆われていない部分に堆積させる工程；
　（ｊ）溶媒中で該犠牲層を溶解する工程；ならびに
　（ｋ）該基材を除去する工程
をさらに含む、請求項１６～２３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
　（ｆ）工程（ａ）の前に、基材上に犠牲層を堆積させる工程；
　（ｇ）工程（ａ）の一環として、該犠牲層上に前記実質的に透明なポリマー層を堆積さ
せる工程；
　（ｈ）工程（ｅ）の後に、溶媒中で該犠牲層を溶解する工程；および
　（ｉ）該基材を除去する工程
をさらに含む、請求項１６～２３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記コード化されたマイクロキャリアは実質的に円板である、請求項１６～２５のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマ
ー層の約５％と約９０％との間の表面領域を占め、任意選択で、前記第一の実質的に透明
なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマー層の約２５％の表面領域
を占める、請求項１６～２６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記コード化されたマイクロキャリアは直径が約２００μｍ未満であり、任意選択で、
前記コード化されたマイクロキャリアは直径が約５０μｍである、請求項１６～２７のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記コード化されたマイクロキャリアは厚さが約５０μｍ未満であり、任意選択で、前
記コード化されたマイクロキャリアは厚さが約１０μｍである、請求項１６～２８のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　（ｆ）分析物を捕捉するための捕捉剤を、前記第二の実質的に透明なポリマー層の前記
第一の表面および前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記第二の表面のうちの少なく
とも１つと、少なくとも前記中心部分において連結する工程
をさらに含む、請求項１６～２９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３１】
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　前記第一の実質的に透明なポリマー層または前記第二の実質的に透明なポリマー層の前
記実質的に透明なポリマーがエポキシドを含み、前記第一の実質的に透明なポリマーおよ
び／または前記第二の実質的に透明なポリマーはＳＵ－８を任意選択で含み、前記捕捉剤
を連結する工程は：
　（ｉ）該第一の実質的に透明なポリマー層および／または該第二の実質的に透明なポリ
マー層の該実質的に透明なポリマーを光酸ジェネレータおよび光と反応させ、架橋された
ポリマーを生成する工程であって、該光は該光酸ジェネレータを活性化する波長の光であ
る、工程；
　（ｉｉ）該架橋されたポリマーの該エポキシドをアミンおよびカルボキシルを含む化合
物と反応させる工程であって、該化合物の該アミンは該エポキシドと反応し、化合物が連
結された、架橋されたポリマーを形成する、工程；ならびに
　（ｉｉｉ）該化合物が連結された、架橋されたポリマーの該カルボキシルを、該捕捉剤
と反応させ、該捕捉剤を、該第二の実質的に透明なポリマー層の前記第一の表面および該
第一の実質的に透明なポリマー層の前記第二の表面のうちの少なくとも１つに、少なくと
も前記中心部分において連結する工程であって、任意選択で、該化合物が連結された、架
橋されたポリマーの該カルボキシルが、該捕捉剤の第一級アミンと反応する、工程
を含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記分析物は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ分子、ＲＮＡアナログ分子、
ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖鎖、多糖、抗原、ウイルス、
細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断片からなる群から選択される
、請求項１６～３１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記分析物を捕捉するための前記捕捉剤は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ
分子、ＲＮＡアナログ分子、ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖
鎖、多糖、抗原、ウイルス、細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断
片からなる群から選択される、請求項１６～３２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３４】
　請求項１６～３３のいずれか１項に記載の方法によって生成されたコード化されたマイ
クロキャリア。
【請求項３５】
　溶液中の２つまたはそれより多い分析物を検出するための方法であって：
　（ａ）第一の分析物および第二の分析物を含む溶液を複数のマイクロキャリアと接触さ
せる工程であって、該複数のマイクロキャリアは：
　　（ｉ）該第一の分析物を特異的に捕捉する請求項１～１５および３４のいずれか１項
に記載の第一のマイクロキャリアであって、該第一のマイクロキャリアは第一のアナログ
コードでコード化されている、マイクロキャリア；ならびに
　　（ｉｉ）該第二の分析物を特異的に捕捉する請求項１～１５および３４のいずれか１
項に記載の第二のマイクロキャリアであって、該第二のマイクロキャリアは第二のアナロ
グコードでコード化されており、該第二のアナログコードは該第一のアナログコードと異
なる、マイクロキャリア；
を少なくとも含む、工程；
　（ｂ）該第一のアナログコードおよび該第二のアナログコードを、アナログ形状認識を
使用して解読し、該第一のマイクロキャリアおよび該第二のマイクロキャリアを識別する
工程；ならびに
　（ｃ）該第一のマイクロキャリアに結合した該第一の分析物の量および該第二のマイク
ロキャリアに結合した該第二の分析物の量を検出する工程
を含む、方法。
【請求項３６】
　工程（ｂ）が工程（ｃ）の前に起こるか、工程（ｃ）が工程（ｂ）の前に起こるか、ま
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たは工程（ｂ）が工程（ｃ）と同時に起こる、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記第一のアナログコードおよび前記第二のアナログコードを解読する工程が：
　（ｉ）前記第一のマイクロキャリアおよび第二のマイクロキャリアを、該第一のマイク
ロキャリアおよび第二のマイクロキャリアの実質的に透明な部分ならびに／または周囲の
溶液に光を通過させることによって照射する工程であって、該光は、該第一のマイクロキ
ャリアおよび第二のマイクロキャリアの実質的に不透明な部分を通過し、該第一のマイク
ロキャリアに対応する第一のアナログコード化光パターンおよび該第二のマイクロキャリ
アに対応する第二のアナログコード化光パターンを生成できない、工程；
　（ｉｉ）該第一のアナログコード化光パターンをイメージングし、第一のアナログコー
ド化画像を生成する工程および該第二のアナログコード化光パターンをイメージングし、
第二のアナログコード化画像を生成する工程；ならびに
　（ｉｉｉ）アナログ形状認識を使用して、該第一のアナログコード化画像を該第一のア
ナログコードと一致させ、該第二のアナログコード化画像を該第二のアナログコードと一
致させる工程
を含む、請求項３５または３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記第一のマイクロキャリアに結合した前記第一の分析物の量および前記第二のマイク
ロキャリアに結合した前記第二の分析物の量を検出する工程は：
　（ｉ）工程（ａ）の後に、該第一のマイクロキャリアおよび該第二のマイクロキャリア
を検出剤とともにインキュベートする工程であって、該検出剤は、該第一のマイクロキャ
リアによって捕捉された該第一の分析物および該第二のマイクロキャリアによって捕捉さ
れた該第二の分析物に結合する、工程；ならびに
　（ｉｉ）該第一のマイクロキャリアおよび該第二のマイクロキャリアに結合した検出剤
の量を測定する工程
を含む、請求項３５～３７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３９】
　（ａ）前記検出剤は蛍光性検出剤であり、前記第一のマイクロキャリアおよび前記第二
のマイクロキャリアに結合した検出剤の量は蛍光顕微鏡によって測定されるか、または（
ｂ）前記検出剤は発光性検出剤であり、前記第一のマイクロキャリアおよび前記第二のマ
イクロキャリアに結合した検出剤の量は発光顕微鏡によって測定される、請求項３８に記
載の方法。
【請求項４０】
　前記溶液は生物学的サンプルを含み、任意選択で、該生物学的サンプルは、血液、尿、
痰、胆汁、脳脊髄液、皮膚または脂肪組織の間質液、唾液、涙、気管支肺胞洗浄、口腔咽
頭分泌物、腸液、経膣部または子宮分泌物および精液からなる群から選択される、請求項
３５～３９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４１】
　複数のマイクロキャリアを含む、マルチプレックスアッセイを実施するためのキットで
あって、該複数のマイクロキャリアは：
　（ａ）第一の分析物を特異的に捕捉する請求項１～１５および３４のいずれか１項に記
載の第一のマイクロキャリアであって、該第一のマイクロキャリアは第一のアナログコー
ドでコード化されている、マイクロキャリア；ならびに
　（ｂ）第二の分析物を特異的に捕捉する請求項１～１５および３４のいずれか１項に記
載の第二のマイクロキャリアであって、該第二のマイクロキャリアは第二のアナログコー
ドでコード化されており、該第二のアナログコードは該第一のアナログコードと異なる、
マイクロキャリア；
を少なくとも含み、
　任意選択で、該キットは、該キットを使用して該第一の分析物および該第二の分析物を
検出するための説明書をさらに含み、
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　任意選択で、該キットは、該第一のマイクロキャリアに結合した該第一の分析物の量お
よび該第二のマイクロキャリアに結合した該第二の分析物の量を検出するための検出剤を
さらに含む、キット。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本明細書において記載された種々の実施形態の１つ、いくつか、または全ての特性は、
本発明の他の実施形態を形成するために組み合わされ得ることは理解されるべきである。
本発明のこれらの局面および他の局面は、当業者に対して明らかになる。　本発明の実施
形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　コード化されたマイクロキャリアであって：
　（ａ）第一の表面および第二の表面を有する実質的に透明なポリマー層であって、
該第一および該第二の表面は互いに平行である、層；
　（ｂ）実質的に不透明なポリマー層であって、該実質的に不透明なポリマー層は、該実
質的に透明なポリマー層の該第一の表面に貼り付けられており、該実質的に透明なポリマ
ー層の中心部分を囲み、該実質的に不透明なポリマー層はアナログコードを表す二次元形
状を含む、層；ならびに
　（ｃ）分析物を捕捉するための捕捉剤であって、該捕捉剤は該実質的に透明なポリマー
層の少なくとも該中心部分において該実質的に透明なポリマー層の該第一の表面および該
第二の表面のうちの少なくとも１つに連結されている、捕捉剤
を含む、マイクロキャリア。
（項目２）
　（ｄ）前記実質的に不透明なポリマー層と前記実質的に透明なポリマー層の前記中心部
分との間の、該実質的に透明なポリマー層の該中心部分を囲む、磁性の実質的に不透明な
層であって、該磁性の実質的に不透明な層は該実質的に透明なポリマー層の前記第一の表
面または前記第二の表面に貼り付けられている、層
をさらに含む、項目１に記載のマイクロキャリア。
（項目３）
　（ｅ）第一の実質的に透明なポリマー層と整列している第二の実質的に透明なポリマー
層であって、該第二の実質的に透明なポリマー層は該第一の実質的に透明なポリマー層の
中心部分と整列している中心部分を有し、該第二の実質的に透明なポリマー層は該第一の
実質的に透明なポリマー層の第二の表面に貼り付けられており、該第一の実質的に透明な
ポリマー層の二次元形状を超えて広がっていない、層；および
　（ｆ）前記実質的に不透明なポリマー層と前記実質的に透明なポリマー層の前記中心部
分との間の、該第一の実質的に透明なポリマー層の該中心部分を囲む、磁性の実質的に不
透明な層であって、該磁性の実質的に不透明な層は該第一の実質的に透明なポリマー層と
該第二の実質的に透明なポリマー層との間に貼り付けられている、層
をさらに含む、項目１に記載のマイクロキャリア。
（項目４）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記アナログコードを方向付けるための方向インジ
ケーターをさらに含む、項目１～３のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目５）
　前記方向インジケーターは前記磁性の実質的に不透明な層の非対称を含む、項目４に記
載のマイクロキャリア。
（項目６）
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　前記磁性の実質的に不透明な層はニッケルを含む、項目２～５のいずれか１項に記載の
マイクロキャリア。
（項目７）
　前記磁性の実質的に不透明な層は厚さが約５０ｎｍと約１０μｍとの間である、項目２
～６のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目８）
　前記磁性の実質的に不透明な層は厚さが約０．１μｍである、項目７に記載のマイクロ
キャリア。
（項目９）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記二次元形状が複数の歯を含むギア形状を含み、
前記アナログコードは該複数の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の高さ、該複数の歯
のうちの１つまたはそれより多い歯の幅、該複数の歯における歯の数、および該複数の歯
内の１つまたはそれより多い歯の配置からなる群から選択される１つまたはそれより多い
性質によって表される、項目１～８のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目１０）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の幅である１つまたはそれより多い歯を含
む、項目９に記載のマイクロキャリア。
（項目１１）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の高さである１つまたはそれより多い歯を
含む、項目９または項目１０に記載のマイクロキャリア。
（項目１２）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の間隔だけ離れている２つまたはそれより
多い歯を含む、項目９～１１のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目１３）
　（ｇ）前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記第一の表面から突出している１つも
しくはそれより多い柱であって、該１つもしくはそれより多い柱は該第一の実質的に透明
なポリマーの前記中心部分内にない、柱；および／または
　（ｈ）該第一の実質的に透明なポリマー層の前記第二の表面もしくは該第一の実質的に
透明なポリマー層に貼り付けられていない前記第二の実質的に透明なポリマー層の表面か
ら突出している１つもしくはそれより多い柱であって、該１つもしくはそれより多い柱は
該第一もしくは該第二の実質的に透明なポリマー層の該中心部分内にない、柱
をさらに含む、項目１～１２のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目１４）
　前記マイクロキャリアは実質的に円板である、項目１～１３のいずれか１項に記載のマ
イクロキャリア。
（項目１５）
　前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマ
ー層の約５％と約９０％との間の表面領域を占める、項目１～１４のいずれか１項に記載
のマイクロキャリア。
（項目１６）
　前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマ
ー層の約２５％の表面領域を占める、項目１５に記載のマイクロキャリア。
（項目１７）
　前記マイクロキャリアは直径が約２００μｍ未満である、項目１～１５のいずれか１項
に記載のマイクロキャリア。
（項目１８）
　前記マイクロキャリアは直径が約５０μｍである、項目１７に記載のマイクロキャリア
。
（項目１９）
　前記マイクロキャリアは厚さが約５０μｍ未満である、項目１～１８のいずれか１項に



(9) JP 2018-518146 A5 2019.7.11

記載のマイクロキャリア。
（項目２０）
　前記マイクロキャリアは厚さが約１０μｍである、項目１９に記載のマイクロキャリア
。
（項目２１）
　前記分析物は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ分子、ＲＮＡアナログ分子、
ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖鎖、多糖、抗原、ウイルス、
細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断片からなる群から選択される
、項目１～２０のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目２２）
　前記分析物を捕捉するための前記捕捉剤は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ
分子、ＲＮＡアナログ分子、ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖
鎖、多糖、抗原、ウイルス、細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断
片からなる群から選択される、項目１～２１のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目２３）
　前記第一の実質的に透明なポリマー層または前記第二の実質的に透明なポリマー層の実
質的に透明なポリマーはエポキシを基にしたポリマーを含む、項目１～２２のいずれか１
項に記載のマイクロキャリア。
（項目２４）
　前記エポキシを基にしたポリマーはＳＵ－８である、項目２３に記載のマイクロキャリ
ア。
（項目２５）
　コード化されたマイクロキャリアであって：
　（ａ）第一の表面および第二の表面を有する実質的に不透明なポリマー層であって、該
第一の表面および該第二の表面は互いに平行であり、該実質的に不透明なポリマー層の外
形はアナログコードを表す二次元形状を含む、層；ならびに
　（ｂ）分析物を捕捉するための捕捉剤であって、該捕捉剤は該実質的に不透明なポリマ
ー層の少なくとも中心部分において該実質的に不透明なポリマー層の該第一の表面および
該第二の表面のうちの少なくとも１つに連結されている、捕捉剤
を含む、マイクロキャリア。
（項目２６）
　（ｃ）前記実質的に不透明なポリマー層の前記第一の表面および／または前記第二の表
面から突出している１つまたはそれより多い柱であって、該１つまたはそれより多い柱は
磁性材料を含む、柱
をさらに含む、項目２５に記載のマイクロキャリア。
（項目２７）
　前記１つまたはそれより多い柱は約１μｍと約１０μｍとの間の高さである、項目２６
に記載のマイクロキャリア。
（項目２８）
　前記１つまたはそれより多い柱は直径が約１μｍと約１０μｍとの間である、項目２６
または項目２７に記載のマイクロキャリア。
（項目２９）
　（ｄ）前記実質的に不透明なポリマー層の前記第二の表面に貼り付けられている磁性材
料を含む磁性層であって、該磁性層は該実質的に不透明なポリマー層の前記中心部分を超
えて広がっておらず、前記捕捉剤は該実質的に不透明なポリマー層の少なくとも前記第一
の表面に連結されている、磁性層
をさらに含む、項目２５～２８のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目３０）
　（ｅ）前記第一の実質的に不透明なポリマー層と整列している第二の実質的に不透明な
ポリマー層であって、該第二の実質的に不透明なポリマー層は前記第一の実質的に透明な
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ポリマー層の前記第二の表面に貼り付けられており、該第一の実質的に透明なポリマー層
の前記外形を超えて広がっておらず、前記磁性層は該第一の実質的に透明なポリマー層と
前記第二の実質的に透明なポリマー層との間に貼り付けられている、層
をさらに含む、項目２９に記載のマイクロキャリア。
（項目３１）
　前記磁性材料はニッケルを含む、項目２６～３０のいずれか１項に記載のマイクロキャ
リア。
（項目３２）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記アナログコードを方向付けるための方向インジ
ケーターをさらに含む、項目２５～３０のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目３３）
　前記方向インジケーターは前記実質的に不透明なポリマー層の前記外形の非対称を含む
、項目３２に記載のマイクロキャリア。
（項目３４）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記外形は複数の歯を含む二次元ギア形状を含み、
前記アナログコードは、該複数の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の高さ、該複数の
歯のうちの１つまたはそれより多い歯の幅、該複数の歯における歯の数、および該複数の
歯内の１つまたはそれより多い歯の配置からなる群から選択される１つまたはそれより多
い性質によって表される、項目２５～３３のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目３５）
　前記複数の歯は、約１μｍと約１０μｍとの間の幅である１つまたはそれより多い歯を
含む、項目３４に記載のマイクロキャリア。
（項目３６）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の高さである１つまたはそれより多い歯を
含む、項目３４または項目３５に記載のマイクロキャリア。
（項目３７）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の間隔だけ離れている２つまたはそれより
多い歯を含む、項目３４～３６のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目３８）
　前記マイクロキャリアは実質的に円板である、項目２５～３７のいずれか１項に記載の
マイクロキャリア。
（項目３９）
　前記第一の実質的に不透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に不透明なポ
リマー層の約５％と約９０％との間の表面領域を占める、項目２５～３８のいずれか１項
に記載のマイクロキャリア。
（項目４０）
　前記第一の実質的に不透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に不透明なポ
リマー層の約２５％の表面領域を占める、項目３９に記載のマイクロキャリア。
（項目４１）
　前記マイクロキャリアは直径が約２００μｍ未満である、項目２５～４０のいずれか１
項に記載のマイクロキャリア。
（項目４２）
　前記マイクロキャリアは直径が約６０μｍである、項目４１に記載のマイクロキャリア
。
（項目４３）
　前記マイクロキャリアは厚さが約５０μｍ未満である、項目２５～４２のいずれか１項
に記載のマイクロキャリア。
（項目４４）
　前記マイクロキャリアは厚さが約１０μｍである、項目４３に記載のマイクロキャリア
。
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（項目４５）
　前記分析物は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ分子、ＲＮＡアナログ分子、
ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖鎖、多糖、抗原、ウイルス、
細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断片からなる群から選択される
、項目２５～４４のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目４６）
　前記分析物を捕捉するための前記捕捉剤は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ
分子、ＲＮＡアナログ分子、ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖
鎖、多糖、抗原、ウイルス、細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断
片からなる群から選択される、項目２５～４５のいずれか１項に記載のマイクロキャリア
。
（項目４７）
　前記実質的に不透明なポリマー層はエポキシを基にしたポリマーを含む、項目２５～４
６のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目４８）
　前記実質的に不透明なポリマー層はブラックマトリクス用レジストを含む、項目２５～
４６のいずれか１項に記載のマイクロキャリア。
（項目４９）
　コード化されたマイクロキャリアを作製する方法であって：
　（ａ）実質的に透明なポリマー層を堆積させる工程であって、該実質的に透明なポリマ
ー層は第一の表面および第二の表面を有し、該第一の表面および該第二の表面は互いに平
行である、工程；
　（ｂ）該実質的に透明なポリマー層の該第一の表面上に磁性の実質的に不透明な層を堆
積させる工程；
　（ｃ）該磁性の実質的に不透明な層をエッチングして、該実質的に透明なポリマー層の
中心部分上に堆積されている該磁性の実質的に不透明な層の一部を除去する工程；
　（ｄ）該磁性の実質的に不透明な層上に第二の実質的に透明なポリマー層を堆積させる
工程であって、該第二の実質的に透明なポリマー層は第一の表面および該第二の表面を有
し、該第一の表面および該第二の表面は互いに平行であり、該第二の表面は該磁性の実質
的に不透明な層に貼り付けられており、該第二の実質的に透明なポリマー層は、前記第一
の実質的に透明なポリマー層と整列しており、該実質的に透明なポリマー層の該中心部分
と整列している中心部分を有する、工程；ならびに
　（ｅ）該第二の実質的に透明なポリマー層の該第一の表面上に実質的に不透明なポリマ
ー層を堆積させる工程であって、該実質的に不透明なポリマー層は該第一の実質的に透明
なポリマー層および該第二の実質的に透明なポリマー層の該中心部分を囲み、該実質的に
不透明なポリマー層はアナログコードを表す二次元形状を含む、工程
を含む、方法。
（項目５０）
　前記磁性の実質的に不透明な層がウェットエッチングによってエッチングされている、
項目４９に記載の方法。
（項目５１）
　前記磁性の実質的に不透明な層がニッケルを含む、項目４９または項目５０に記載の方
法。
（項目５２）
　前記磁性の実質的に不透明な層は厚さが約５０ｎｍと約１０μｍとの間である、項目４
９～５１のいずれか１項に記載の方法。
（項目５３）
　前記磁性の実質的に不透明な層は厚さが約０．１μｍ未満である、項目５２に記載の方
法。
（項目５４）



(12) JP 2018-518146 A5 2019.7.11

　前記磁性の実質的に不透明な層は前記実質的に不透明なポリマー層の前記アナログコー
ドを方向付けるための非対称を含む、項目４９～５３のいずれか１項に記載の方法。
（項目５５）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記二次元形状がリソグラフィーによって生成され
る、項目４９～５４のいずれか１項に記載の方法。
（項目５６）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記二次元形状は、複数の歯を含むギア形状を含み
、前記アナログコードは、該複数の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の高さ、該複数
の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の幅、該複数の歯における歯の数、および該複数
の歯内の１つまたはそれより多い歯の配置からなる群から選択される１つまたはそれより
多い性質によって表される、項目４９～５５のいずれか１項に記載の方法。
（項目５７）
　前記複数の歯は、約１μｍと約１０μｍとの間の幅である１つまたはそれより多い歯を
含む、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
　前記複数の歯は、約１μｍと約１０μｍとの間の高さである１つまたはそれより多い歯
を含む、項目５６または項目５７に記載の方法。
（項目５９）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の間隔だけ離れている２つまたはそれより
多い歯を含む、項目５６～５８のいずれか１項に記載の方法。
（項目６０）
　（ｆ）工程（ａ）の前に、基材上に犠牲層を堆積させる工程；
　（ｇ）リソグラフィーを使用して、該犠牲層に１つまたはそれより多い柱形状の穴を作
製する工程；
　（ｈ）該犠牲層の該１つまたはそれより多い柱形状の穴に第三の実質的に透明なポリマ
ー層を堆積させる工程であって、前記第一の実質的に透明なポリマー層は、工程（ａ）に
おいて、該第三の実質的に透明なポリマー層および該犠牲層の上部に堆積される、工程；
　（ｉ）工程（ｅ）の後に、リソグラフィーを使用して、前記実質的に透明なポリマーを
含む１つまたはそれより多い柱を、前記第二の実質的に透明なポリマー層の前記第一の表
面上の前記実質的に不透明なポリマー層によって覆われていない部分に堆積させる工程；
　（ｊ）溶媒中で該犠牲層を溶解する工程；ならびに
　（ｋ）該基材を除去する工程
をさらに含む、項目４９～５９のいずれか１項に記載の方法。
（項目６１）
　（ｆ）工程（ａ）の前に、基材上に犠牲層を堆積させる工程；
　（ｇ）工程（ａ）の一環として、該犠牲層上に前記実質的に透明なポリマー層を堆積さ
せる工程；
　（ｈ）工程（ｅ）の後に、溶媒中で該犠牲層を溶解する工程；および
　（ｉ）該基材を除去する工程
をさらに含む、項目４９～５９のいずれか１項に記載の方法。
（項目６２）
　前記コード化されたマイクロキャリアは実質的に円板である、項目４９～６１のいずれ
か１項に記載の方法。
（項目６３）
　前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマ
ー層の約５％と約９０％との間の表面領域を占める、項目４９～６２のいずれか１項に記
載の方法。
（項目６４）
　前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記中心部分は該第一の実質的に透明なポリマ
ー層の約２５％の表面領域を占める、項目６３に記載の方法。
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（項目６５）
　前記コード化されたマイクロキャリアは直径が約２００μｍ未満である、項目４９～６
４のいずれか１項に記載の方法。
（項目６６）
　前記コード化されたマイクロキャリアは直径が約５０μｍである、項目６５に記載の方
法。
（項目６７）
　前記コード化されたマイクロキャリアは厚さが約５０μｍ未満である、項目４９～６６
のいずれか１項に記載の方法。
（項目６８）
　前記コード化されたマイクロキャリアは厚さが約１０μｍである、項目６７に記載の方
法。
（項目６９）
　（ｆ）分析物を捕捉するための捕捉剤を、前記第二の実質的に透明なポリマー層の前記
第一の表面および前記第一の実質的に透明なポリマー層の前記第二の表面のうちの少なく
とも１つと、少なくとも前記中心部分において連結する工程
をさらに含む、項目４９～６８のいずれか１項に記載の方法。
（項目７０）
　前記第一の実質的に透明なポリマー層または前記第二の実質的に透明なポリマー層の前
記実質的に透明なポリマーがエポキシドを含み、前記捕捉剤を連結する工程は：
　（ｉ）該第一の実質的に透明なポリマー層および／または該第二の実質的に透明なポリ
マー層の該実質的に透明なポリマーを光酸ジェネレータおよび光と反応させ、架橋された
ポリマーを生成する工程であって、該光は該光酸ジェネレータを活性化する波長の光であ
る、工程；
　（ｉｉ）該架橋されたポリマーの該エポキシドをアミンおよびカルボキシルを含む化合
物と反応させる工程であって、該化合物の該アミンは該エポキシドと反応し、化合物が連
結された、架橋されたポリマーを形成する、工程；ならびに
　（ｉｉｉ）該化合物が連結された、架橋されたポリマーの該カルボキシルを、該捕捉剤
と反応させ、該捕捉剤を、該第二の実質的に透明なポリマー層の前記第一の表面および該
第一の実質的に透明なポリマー層の前記第二の表面のうちの少なくとも１つに、少なくと
も前記中心部分において連結する工程
を含む、項目６９に記載の方法。
（項目７１）
　前記化合物が連結された、架橋されたポリマーの前記カルボキシルが、前記捕捉剤の第
一級アミンと反応する、項目７０に記載の方法。
（項目７２）
　前記第一の実質的に透明なポリマー層および／または前記第二の実質的に透明なポリマ
ー層の前記実質的に透明なポリマーはＳＵ－８を含む、項目７０または項目７１に記載の
方法。
（項目７３）
　前記分析物は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ分子、ＲＮＡアナログ分子、
ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖鎖、多糖、抗原、ウイルス、
細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断片からなる群から選択される
、項目４９～７２のいずれか１項に記載の方法。
（項目７４）
　前記分析物を捕捉するための前記捕捉剤は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ
分子、ＲＮＡアナログ分子、ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖
鎖、多糖、抗原、ウイルス、細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断
片からなる群から選択される、項目４９～７３のいずれか１項に記載の方法。
（項目７５）
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　項目４９～７４のいずれか１項に記載の方法によって生成されたコード化されたマイク
ロキャリア。
（項目７６）
　コード化されたマイクロキャリアを作製する方法であって：
　（ａ）基材上に犠牲層を堆積させる工程；
　（ｂ）該犠牲層上に、外形、第一の表面、および第二の表面を有する実質的に不透明な
ポリマー層を堆積させる工程であって、該第一の表面および該第二の表面は互いに平行で
あり、該第二の表面は該犠牲層に貼り付けられる、工程；
　（ｃ）リソグラフィーによって、該実質的に不透明なポリマー層の該外形を形成する工
程であって、該外形はアナログコードを表す二次元形状に形成される、工程；
　（ｄ）溶媒中で犠牲ポリマー層を溶解する工程；ならびに
　（ｅ）該基材を除去する工程
を含む、方法。
（項目７７）
　コード化されたマイクロキャリアを作製する方法であって：
　（ａ）基材上に犠牲層を堆積させる工程；
　（ｂ）該犠牲層上に磁性材料を含む磁性層を堆積させる工程；
　（ｃ）該磁性層上に、外形、第一の表面、および第二の表面を有する実質的に不透明な
ポリマー層を堆積させる工程であって、該第一の表面および該第二の表面は互いに平行で
あり、該第二の表面は該磁性層に貼り付けられる、工程；
　（ｄ）リソグラフィーによって、該実質的に不透明なポリマー層の該外形を形成する工
程であって、該外形はアナログコードを表す二次元形状に形成される、工程；
　（ｅ）溶媒中で犠牲ポリマー層を溶解する工程；ならびに
　（ｆ）該基材を除去する工程
を含む、方法。
（項目７８）
　（ｇ）工程（ｂ）の後かつ工程（ｃ）の前に、リソグラフィーによって前記磁性層を形
成する工程
をさらに含む、項目７７に記載の方法。
（項目７９）
　前記磁性材料はニッケルを含む、項目７７または７８に記載の方法。
（項目８０）
　前記マイクロキャリアは前記実質的に不透明なポリマー層の前記アナログコードを方向
付けるための方向インジケーターを含む、項目７６～７９のいずれか１項に記載の方法。
（項目８１）
　前記方向インジケーターは前記実質的に不透明なポリマー層の前記外形の非対称を含む
、項目８０に記載の方法。
（項目８２）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記二次元形状は、複数の歯を含むギア形状を含み
、前記アナログコードは、該複数の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の高さ、該複数
の歯のうちの１つまたはそれより多い歯の幅、該複数の歯における歯の数、および該複数
の歯内の１つまたはそれより多い歯の配置からなる群から選択される１つまたはそれより
多い性質によって表される、項目７６～８１のいずれか１項に記載の方法。
（項目８３）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の幅である１つまたはそれより多い歯を含
む、項目８２に記載の方法。
（項目８４）
　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の高さである１つまたはそれより多い歯を
含む、項目８２または項目８３に記載の方法。
（項目８５）
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　前記複数の歯が約１μｍと約１０μｍとの間の間隔だけ離れている２つまたはそれより
多い歯を含む、項目８２～８４のいずれか１項に記載の方法。
（項目８６）
　前記マイクロキャリアは実質的に円板である、項目７６～８５のいずれか１項に記載の
方法。
（項目８７）
　前記マイクロキャリアは直径が約２００μｍ未満である、項目８６に記載の方法。
（項目８８）
　前記マイクロキャリアは直径が約６０μｍである、項目８７に記載の方法。
（項目８９）
　前記マイクロキャリアは厚さが約３０μｍ未満である、項目７６～８８のいずれか１項
に記載の方法。
（項目９０）
　前記マイクロキャリアは厚さが約１０μｍである、項目８９に記載の方法。
（項目９１）
　（ｈ）分析物を捕捉するための捕捉剤を、前記実質的に不透明なポリマー層の前記第一
の表面および前記第二の表面のうちの少なくとも１つに連結する工程
をさらに含む、項目７６～９０のいずれか１項に記載の方法。
（項目９２）
　前記実質的に不透明なポリマー層の前記実質的に不透明なポリマーはエポキシドを含み
、前記捕捉剤を連結する工程は：
　（ｉ）該実質的に不透明なポリマー層の該実質的に不透明なポリマーを光酸ジェネレー
タおよび光と反応させ、架橋されたポリマーを生成する工程であって、該光は該光酸ジェ
ネレータを活性化する波長の光である、工程；ならびに
　（ｉｉ）該架橋されたポリマーの該エポキシドを、アミンおよびカルボキシルを含む化
合物と反応させる工程であって、該化合物の該アミンは該エポキシドと反応し、化合物が
連結された、架橋されたポリマーを形成する、工程；ならびに
　（ｉｉｉ）該化合物が連結された、架橋されたポリマーの該カルボキシルを該捕捉剤と
反応させ、該捕捉剤を、前記第二の実質的に透明なポリマー層の前記第一の表面および前
記第一の実質的に透明なポリマー層の前記第二の表面のうちの少なくとも１つに、少なく
とも前記中心部分において連結する工程
を含む、項目９１に記載の方法。
（項目９３）
　前記分析物は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ分子、ＲＮＡアナログ分子、
ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖鎖、多糖、抗原、ウイルス、
細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断片からなる群から選択される
、項目９１または項目９２に記載の方法。
（項目９４）
　前記分析物を捕捉するための前記捕捉剤は、ＤＮＡ分子、ＤＮＡアナログ分子、ＲＮＡ
分子、ＲＮＡアナログ分子、ポリヌクレオチド、タンパク質、酵素、脂質、リン脂質、糖
鎖、多糖、抗原、ウイルス、細胞、抗体、小分子、細菌細胞、細胞内小器官および抗体断
片からなる群から選択される、項目９１～９３のいずれか１項に記載の方法。
（項目９５）
　項目７６～９４のいずれか１項に記載の方法によって生成された、コード化されたマイ
クロキャリア。
（項目９６）
　溶液中の２つまたはそれより多い分析物を検出するための方法であって：
　（ａ）第一の分析物および第二の分析物を含む溶液を複数のマイクロキャリアと接触さ
せる工程であって、該複数のマイクロキャリアは：
　　（ｉ）該第一の分析物を特異的に捕捉する項目１～４８、７５および９５のいずれか
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１項に記載の第一のマイクロキャリアであって、該第一のマイクロキャリアは第一のアナ
ログコードでコード化されている、マイクロキャリア；ならびに
　　（ｉｉ）該第二の分析物を特異的に捕捉する項目１～４８、７５および９５のいずれ
か１項に記載の第二のマイクロキャリアであって、該第二のマイクロキャリアは第二のア
ナログコードでコード化されており、該第二のアナログコードは該第一のアナログコード
と異なる、マイクロキャリア；
を少なくとも含む、工程；
　（ｂ）該第一のアナログコードおよび該第二のアナログコードを、アナログ形状認識を
使用して解読し、該第一のマイクロキャリアおよび該第二のマイクロキャリアを識別する
工程；ならびに
　（ｃ）該第一のマイクロキャリアに結合した該第一の分析物の量および該第二のマイク
ロキャリアに結合した該第二の分析物の量を検出する工程
を含む、方法。
（項目９７）
　工程（ｂ）が工程（ｃ）の前に起こる、項目９６に記載の方法。
（項目９８）
　工程（ｃ）が工程（ｂ）の前に起こる、項目９６に記載の方法。
（項目９９）
　工程（ｂ）が工程（ｃ）と同時に起こる、項目９６に記載の方法。
（項目１００）
　前記第一のアナログコードおよび前記第二のアナログコードを解読する工程が：
　（ｉ）前記第一のマイクロキャリアおよび第二のマイクロキャリアを、該第一のマイク
ロキャリアおよび第二のマイクロキャリアの実質的に透明な部分ならびに／または周囲の
溶液に光を通過させることによって照射する工程であって、該光は、該第一のマイクロキ
ャリアおよび第二のマイクロキャリアの実質的に不透明な部分を通過し、該第一のマイク
ロキャリアに対応する第一のアナログコード化光パターンおよび該第二のマイクロキャリ
アに対応する第二のアナログコード化光パターンを生成できない、工程；
　（ｉｉ）該第一のアナログコード化光パターンをイメージングし、第一のアナログコー
ド化画像を生成する工程および該第二のアナログコード化光パターンをイメージングし、
第二のアナログコード化画像を生成する工程；ならびに
　（ｉｉｉ）アナログ形状認識を使用して、該第一のアナログコード化画像を該第一のア
ナログコードと一致させ、該第二のアナログコード化画像を該第二のアナログコードと一
致させる工程
を含む、項目９６～９９のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０１）
　前記第一のマイクロキャリアに結合した前記第一の分析物の量および前記第二のマイク
ロキャリアに結合した前記第二の分析物の量を検出する工程は：
　（ｉ）工程（ａ）の後に、該第一のマイクロキャリアおよび該第二のマイクロキャリア
を検出剤とともにインキュベートする工程であって、該検出剤は、該第一のマイクロキャ
リアによって捕捉された該第一の分析物および該第二のマイクロキャリアによって捕捉さ
れた該第二の分析物に結合する、工程；ならびに
　（ｉｉ）該第一のマイクロキャリアおよび該第二のマイクロキャリアに結合した検出剤
の量を測定する工程
を含む、項目９６～１００のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０２）
　前記検出剤は蛍光性検出剤であり、前記第一のマイクロキャリアおよび前記第二のマイ
クロキャリアに結合した検出剤の量は蛍光顕微鏡によって測定される、項目１０１に記載
の方法。
（項目１０３）
　前記検出剤は発光性検出剤であり、前記第一のマイクロキャリアおよび前記第二のマイ
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クロキャリアに結合した検出剤の量は発光顕微鏡によって測定される、項目１０１に記載
の方法。
（項目１０４）
　前記溶液は生物学的サンプルを含む、項目９６～１０３のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０５）
　前記生物学的サンプルは、血液、尿、痰、胆汁、脳脊髄液、皮膚または脂肪組織の間質
液、唾液、涙、気管支肺胞洗浄、口腔咽頭分泌物、腸液、経膣部または子宮分泌物および
精液からなる群から選択される、項目１０４に記載に方法。
（項目１０６）
　複数のマイクロキャリアを含む、マルチプレックスアッセイを実施するためのキットで
あって、該複数のマイクロキャリアは：
　（ａ）第一の分析物を特異的に捕捉する項目１～４８、７５および９５のいずれか１項
に記載の第一のマイクロキャリアであって、該第一のマイクロキャリアは第一のアナログ
コードでコード化されている、マイクロキャリア；ならびに
　（ｂ）第二の分析物を特異的に捕捉する項目１～４８、７５および９５のいずれか１項
に記載の第二のマイクロキャリアであって、該第二のマイクロキャリアは第二のアナログ
コードでコード化されており、該第二のアナログコードは該第一のアナログコードと異な
る、マイクロキャリア；
を少なくとも含む、キット。
（項目１０７）
　前記第一のマイクロキャリアに結合した前記第一の分析物の量および前記第二のマイク
ロキャリアに結合した前記第二の分析物の量を検出するための検出剤をさらに含む、項目
１０６に記載のキット。
（項目１０８）
　前記キットを使用して、前記第一の分析物および前記第二の分析物を検出するための説
明書をさらに含む、項目１０６または項目１０７に記載のキット。
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